
　――８０２０運動の今後の展開について。
　内堀　同運動は「８０歳になっても２０本以
上自分の歯を保とう」という運動です。２０本
以上の歯があれば、食生活にほぼ満足すること
ができると言われています。そのため、「生涯、
自分の歯で食べる楽しみを味わえるように」と
の願いを込めてこの運動が始まりました。愛知
県発祥の歯と口の健康運動として平成元年にス
タート。それが全国に広がり３０年経過、厚労
省の平成２８年歯科疾患実態調査では８０歳で
２０本残ってる人は５１. ２％。３０年前は約
７％でしたから大きな運動になってきたわけで
す。歯の喪失の 2大原因は、むし歯と歯周病
です。その 2つを予防することが大切であり、
歯磨き奨励やかかりつけの歯科医など予防に力
を入れてきたことが大きかったと思います。
　日本歯科医師会も提唱し、８０２０推進財団
が出来てより全国展開を推進しました。そして
愛知県では３年前から「ウエルネス８０２０」
と提唱しています。歯と口の健康と全身の健康
との関連が強いことが分かってきたからです。
８０歳以上の死因の肺炎の占める割合は多く、
その中の誤嚥性肺炎の予防には歯周病のコント
ロールが重要になります。また、歯周病の影響
が特に大きいのは糖尿病で糖尿病専門医による
「糖尿病がイヤなら歯を磨きなさい」という本

が出たほどです。さらにがん・循環器疾患・リ
ウマチや認知症、肥満にも影響する、と言われ
ています。
　――口の中が注目され、オーラルフレイルと
いう言葉も聞きます。
　内堀　全身の健康のため、８０２０運動が基
盤となり残存歯数が大きな意味を持ちます。最
近は口腔機能の重要性にも目が向けられていま
す。オーラルフレイルは、口腔機能の軽微な低
下や食の偏りなどを含み、身体の衰え（フレイ
ル）の一つです。初期には、滑舌低下、食べこ
ぼし、わずかなむせ、かめない食品が増える、
口の乾燥等ほんの些細な症状であり、見逃しや
すく、気が付きにくい特徴があるため注意が必
要です。そこから徐々に低栄養から始まり、筋
力も弱くなり、転んだりして肉体的に衰え、心
も弱ってきて社会的にも引きこもるようになり
ます。これらの悪循環の末、要介護に陥ります。
そうならないための調査研究を歯科から取り組
む必要があり、合わせてかかりつけ歯科医のも
とでの定期健診の重要性についても訴えていき
ます。
　――４月末、名古屋で第３０回日本医学会総
会２０１９中部が開催されましたが。
　内堀　４年に１度の総会で愛知県では２４年
振り３回目。全国から約３万人近い医療関係者
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医科歯科連携を進め
口腔内から健康寿命の
延伸に寄与していく

　平成から令和へと改元され人心一新だが、平成元年にスタートした愛知県発祥、愛知県歯科医師
会推奨の「８０２０運動」も全国に広がり、３１年目でさらに新展開を見せている。高齢化など多
難の中、医科歯科連携の進化など果敢にチャレンジを続ける愛知県歯科医師会会長、内堀典保氏に
話を聞いた。


